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「URASATO ハピハピフェスティバル」
１１月１６日の前日準備、そして１７日フェスティバル当日の２日間、保護者の皆さん、地域

の方々、そして浦里小学校の子どもたちが１つの大きな行事を通じてすてきな関わり合いの時間
を持てました。本当にありがとうございました。
（児童の感想から）

・落花生をいろんな人が買ってくれてうれしかったです。ししょくで食べた人が「おいしい」と言って

くれてうれしかったです。さいしょはきんちょうしてたけど、じょうずに話せてよかったです。

・わたあめを作って、へんなふうになっちゃったけど、おいしかったです。とっかんが大きな音を立て

たときに、びっくりしました。レジがしまっちゃったときに、あまったしょうひんがもらえてうれし

かったです。

・やきそばのやさいがいっぱいはいっていて、おいしかった。

・力を合わせて完売できてよかったなあ、と思いました。今までの中でも思い出にのこる１日でした。

・一番おいしかったのはやきそばです。お父さんはやきそばのところでやきそばを売っていました。

・さつまいもとりんごのふじと、ぐんま名月を売りました。ふじと名月はあっというまに売れちゃった

たけど、さつまいもはすぐには売れなかったので、両手にもって歩きながら呼びかけたりもしました。

・私たちは前半は売りました。後半にたくさんのお買い物をしました。とっかんや、飲み物、やきそば

も買いました。洋服も買いました。かわいい服がたくさんありました。

（地域の方の声から）
「久しぶりに学校に来られた。近所の人と久しぶりにおしゃべりができて嬉しかった」
「夏祭りやおはこ祭りは夜で、足下が見えないからお祭りに行けないが、バザーは昼間だから、
家から出られた。来てよかった。楽しかった」

うらさと

きれいに並べられた品物 中庭では綿あめや豚汁、飲食の準備

児童も米・野菜・果物等を運び込み 当日は多くの方が来てくれました



「のはらっこ」お話し会と劇

１１月１６日（土）のなかよし参観日では日頃から朝の読み聞かせの活動を行っていた

だいている「のはらっこ」の皆さんによる、お話しと劇が上演されました。会場のだれも

が劇に吸い込まれ、食い入るように見入っていました。本当にすばらしい発表をありがと

うございました。

『今年も「なかよしチャレンジ」やりたい！ やろう！』
今年は１１月に PTAバザーがあるため、なか

よし月間の取り組みもバザーに向けた準備が中

心になっていたのですが、バザーが終ったあと、

児童会の方から「今年もなかよしチャレンジを

やりたい！」という声が上がりました。時間的

に忙しい中、６年生と５年生が協力して、体育

館にたくさんのアトラクションを準備しまし

た。その思いをとてもうれしく感じました。「や

ってもらう」のではなく、自分たちから「やり

たい！」「やろう！」とつなげることができた

のは、児童会が One Teamとなって考え、行動

してくれた大きな成果です。

当日（１１月２８日）は５つの縦割り班ごと

に、「プラス言葉」を掛け合いながら、決して

簡単ではない各アトラクションのミッションを

クリアしようと力を合わせていきました。そし

て、成功した時の喜びや互いのがんばりをチー

ムごとに決めたポーズで表現していました。

やったー！チャレンジクリア！

協力して足場を作ろう

手をつないで落ちないように 校長講話「みんなちがってみんないい」」


